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１.  血の基本概念

２.  血の生成

血を構成する成分は主に営気と津液てある。

精と血は源が同じである 「 精血同源」

１組成と分布

２主な機能

体表を保護して外邪の侵入を防ぐ

臓腑や肌肉，皮毛を温める 理の開闔を調節して汗の排泄

を制御し，体温を一定に保つ
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４.  血の運行

血は，全身の各臓腑や組織，器官に必要とされる栄養を供給するために，脈管の中を走行し絶

えず全身をめぐっている。

血の運行には気の推動作

用が必要である。 血が脈管外に漏れず脈管の中を運行するためには，気の固摂作用も必要

である。

気の固摂作用

気の推動作用

３.  血の機能

　血には，全身を栄養して滋潤する作用がある。

血は精神活動にとっても欠かせない物質である。

血

髄（骨髄）腎

肺

脾胃

精
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１.  津液の基本概念

２.  津液の生成・輸布と排泄

溢

１津液の生成

津液は，飲食物をもとに脾胃の運化機能によって作り出される。

２津液の輸布と排泄

津液は，肺の宣発粛降作用，脾

の転輸作用，腎の気化作用によって輸布され排泄されている。

三焦を通路としている。

臓腑

推動作用 固摂作用

血自身の寒熱
血の運行

通りやすさ

心
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